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令和３年３月新潟市北区農業委員会定例総会議事録 

 

１．開催日時 令和３年３月３０日（火） 午後３時３０分～４時１５分 

 

２．開催場所 豊栄地区公民館 大講堂 

 

３．出席委員 （１８人） 

委 員           １番  渡部 圭子 

委 員           ３番  窪田 曻平 

委 員           ４番  伊藤 明 

委 員           ５番  佐藤 作栄 

委 員           ６番  坂井 祐一 

農政振興部会長       ７番  武田 武盛 

委 員           ８番  小林 浩 

委 員           ９番  此村 和也 

委 員          １０番  佐藤 敏明 

委 員          １１番  若林 清廣 

委 員          １２番  曽我 護 

委 員          １３番  齋藤 圭一郎 

委 員          １４番  倉島 正春 

農地部会長        １５番  田村 良雄 

委 員          １６番  松田 勝己 

農政振興部会長職務代理者 １７番  後藤 宗一 

会長職務代理者      １８番  本田 敏明 

会 長          １９番  首藤 正男 

 

４．欠席委員 （１人）   

農地部会長職務代理者    ２番  山岸 洋子 

 

５．議事日程 

（諸般の報告） 

第 １        議事録署名委員の指名 

第 ２ 議案第１２号 農地法第３条許可申請に関する意見決定について 

第 ３ 議案第 ８号 事業計画変更承認申請に関する処分決定について 

第 ４ 議案第 ９号 新潟市農用地利用集積計画の決定について 

第 ５ 議案第１０号 令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

について並びに令和３年度の目標及びその達成に向けた

活動計画について 

第 ６ 部会報告   農政振興部会報告 

第 ７ 報告事項   地法第５条転用届出に関する受理について 
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農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につ

いて 

農地の転用事実に関する照会書について 

農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理に 

ついて 

 

６．出席事務局職員 

   事 務 局 長    佐久間  清 

   次   長    島 貫  徹 

   農 地 係 長   浅 香 範 人 
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７．会議の概要 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地部会長 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりましたので、これより令和３年３月の定例総会を

開催いたします。 

議事日程に従いまして、議事に入らせていただきます。 

本日は、２番 山岸 洋子委員が欠席でございますが、定足数

を満たしており総会が成立していることを申し添えます。 

それでは、首藤会長 議事進行よろしくお願いいたします。 

 

午後３時３０分 開 会 

 

日程に入る前に事務局から報告事項がありますので、報告さ

せます。 

 

ご報告申し上げます。 

議案説明のため関係職員が出席しております。 

次に、令和３年２月定例総会後の主な行事・会議等につきま

しては、お手元に配布のとおりご報告いたします。 

以上で報告を終わります。 

 

これより、日程に入ります。 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、会議規則第１４条第２項の規定により、

議長において、１５番 田村 良雄 委員、１６番 松田 勝己 委

員を指名いたします。 

 

続きまして、日程第２、追加議案第１２号 農地法第３条許

可申請に関する意見決定について、日程第３、議案第８号 事

業計画変更承認申請に関する処分決定について、を議題といた

します。 
議案第１２号及び第８号については、３月２５日に農地部会

を開催して審議を願っておりますので、農地部会長から審議の

内容について報告を求めます。 

 

農地部会での審議内容について報告します。 

まず、追加議案第１２号 農地法第３条許可申請に関する意

見決定について報告します。 

申請は１件です。追加議案をご覧ください。 

 

番号１番 

所在地 北区島見町 以下記載のとおり 

譲受人 新発田市滝沢 以下記載のとおり 
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譲渡人 北区白勢町 以下記載のとおり 

地目及び面積 畑２筆 ５４４平方メートル 

契約内容 売買 

１０アール当り対価 ３, ０００，０００円 

通作距離 １３キロメートル 

譲受人の農業従事者数 ４人 

譲受人の経営面積 ３９１．９８アール 

地域区分 農用地区域 

 

譲受人は規模拡大し、申請地に麦を栽培するため、双方で売

買の話がまとまったものです。 

委員から、売買の対価が高いようであるがとの質問があり、

事務局から、譲受人は肥料を製造する会社を経営しており、申

請地に隣接している工場を倉庫として購入する予定であるが、

この工場は屋根からの雨や雪などで長年申請地に迷惑をかけ

てきたと聞いている。そのようなこともあり、双方で相談して

対価を決めたと聞いていると説明がありました。また、農機具

をほとんど所有していないようであるが、との質問があり、事

務局から、水田は作業委託をしていると聞いていると説明があ

りました。 

農地部会では、譲受人の経営農地面積状況、農業機械の所有

状況、農作業従事者、耕作目的などを審査した結果、許可要件

及び効率的に利用して耕作を行うと認められることから許可

相当といたしました。 

 

続きまして議案第８号、事業計画変更申請に関する処分決定

について説明します。 

申請は１件です。議案書１ページをご覧ください。 

 

番号１番 

所在地 北区新鼻 以下記載のとおり 

当初計画者 中央区一番堀通町 株式会社 福田組 

地目及び面積 畑２筆 

１，０２４平方メートルの内、４４４平方メートル 

許可年月日及び許可番号  

平成３０年４月２７日 新北区農委指令第８号 

事業計画変更事項及び転用内容 

期間の延長で、変更前、平成３０年４月２７日から令和

３年４月３０日までを変更後、平成３０年４月２７日から

令和４年４月３０日にするものです 
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議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転用者から来庁を願い、お話をお聞きしました。転用者は福

島潟の水門工事を県から受注しましたが、軟弱な地盤で、工事

が一時中止になりました。これに伴い工期が延長になったた

め、現場事務所等で使用している申請地の転用期間を延長する

ため申請に至ったとのことでした。 

委員から、軟弱地盤とのことであるが、地盤杭は打ちなおす

のかとの質問に、地盤改良をしていく上で基礎杭は打ってい

く。地質調査をしながら工事を進めていき、期限までに工事を

終わらせる予定であるとのことでした。また、転用者は下水の

清掃や草刈りを行い、地元自治会と良好な関係であると聞いて

いる。今後も続けてもらいたい。また、今後とも自動車の出入

りには気を付けてもらいたいとの指導がありました。 

 

申請地は第１種農地ですが、一時転用の期間の延長であるた

め許可できるものです。 

 

なお一層のご審議をお願いします。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 

本案は農地部会長報告のとおり決するにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、日程第２、追加議案第１２号 農地法第３条許可申

請に関する意見決定について、及び日程第３、議案第８号事業

計画変更承認申請に関する処分決定について、は農地部会長報

告のとおり可決されました。 

 

次に、日程第４、議案第９号 新潟市農用地利用集積計画の

決定について、を議題といたします。 

議案第９号については、３月２３日に農政振興部会を開催し

て審議を願っておりますので、農政振興部会長から審議の内容

について報告を求めます。 

なお、議事参与の関係で２回に分けて審議いたします。 
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議 長 

 

 

農政振興部会長

職務代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

最初に、新潟市農用地利用集積計画の決定のうち、農業委員

会等に関する法律第３１条の規定による議事参与の制限に該

当する案件番号、７ページの所有権移転のうち、利用権移転の

うち、１番及び３番の２件について審議します。 

 

つきましては、議事参与の制限に該当する議席番号、４番 

伊藤 明 委員、７番 武田 武盛 委員、１１番 若林 清廣 委員

１５番 田村 良雄 委員の退席を求めます。 

 

( 議事参与委員 退席 ) 

 

それでは、農政振興部会長職務代理から審議の内容について

報告を求めます。 

 

農政振興部会での審議内容について、ご報告いたします。 

議案第９号 新潟市農用地利用集積計画の決定について、議

事参与の制限に該当する案件について、ご説明いたします。 

 

議事参与の制限に該当する案件番号は、今ほど議長から説明

のありましたとおり、議案書７ページ、利用権移転１番と３番

の２件となります。 

 

次に、当該申請案件のご説明をいたします。 

番号１番及び３番は、旧借受人が規模縮小のため、新しい借

受人に利用権を移転するものです。 

 

農政振興部会では、農業経営基盤強化促進法第１８条３項の

要件である基本構想への適合、耕作すべき農用地のすべての効

率的な利用、農作業の常時従事並びに新潟市北区農業委員会 

農地移動適正化あっせん基準の経営基準面積等を審査しまし

た。 

以上審議した結果、原案のとおり決定することといたしまし

た。皆さまのなお一層のご審議をお願いいたします。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

農政振興部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本案は農政振興部会長職務代理報告のとおり決するにご異

議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、議案第９号 新潟市農用地利用集積計画の決定の案

件中、農業委員会等に関する法律第３１条の規定による議事参

与の制限に該当する案件番号、利用権移転のうち、１番及び３

番の２件については、農政振興部会長職務代理報告のとおり可

決されました。 

 

( 議事参与委員 入室・着席 ) 

 

次に、議案第９号 新潟市農用地利用集積計画の決定につい

ての案件中、議事参与の制限に該当する案件を除く案件につい

て、農政振興部会長から審議の内容について報告を求めます。 

なお、利用権設定の集計などについては、合計の報告で願い

ます。 

 

農政振興部会での審議内容について、ご報告いたします。 

議案第９号 新潟市農用地利用集積計画の決定について、議

事参与の制限に該当する案件を除く案件について、ご説明をい

たします。 

 

本日の配布資料４ページの令和３年 利用権促進事業権利別

実績表をお開きください。 

① 利用権設定は、契約期間３年・６年・１０年の設定で、

１２件、６７，３４９平方メートルです。② 農地中間管理権

設定は３件、１０，４１６平方メートルです。④ 所有権移転

は７件、３１，１４６平方メートルです。⑤ 利用権移転は３

件、２８，６９４平方メートルです。そのうち、議事参与の制

限に該当する案件を除く設定は、１件、１３，２４６平方メー

トルです。 

 

はじめに、利用権設定の申請案件の説明をいたします。定例

総会 議案書２ページから４ページをご覧ください。利用権設

定の新規、１２件の契約内容となっています。譲渡人の貸付理

由は、離農及び規模縮小によるものです。譲受人の借受理由は、

規模拡大となっています。 
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次に、議案書５ページをご覧ください。 

所有権移転の申請案件について、ご説明申し上げます。 

 

番号１番 売買です。 

譲渡人が後継者がいないため、賃貸していた譲受人に相談し

たところ売買することで話しがまとまったものです。 

 

番号２番です。 

譲渡人が労力不足のため、賃貸していた譲受人に相談したと

ころ売買することで話しがまとまったものです。 

 

番号３番です。 

譲渡人が労力不足のため、譲受人に相談したところ売買する

ことで話しがまとまったものです。 

 

番号４番です。 

譲渡人が生活資金が必要なため、譲受人に相談したところ売

買することで話しがまとまったものです。 

 

番号５番です。 

譲渡人が生活資金が必要なため、譲受人に相談したところ売

買することで話しがまとまったものです。 

 

次に、議案書６ページをご覧ください。番号１番と番号２番

の交換です。 

お互いに農作業の利便性を高めるために相談したところ、交

換することで話しがまとまったものです。 

 

次に、議案書７ページをご覧ください。利用権移転の申請案

件についてご説明申し上げます。 

番号２番です。 

旧借受人が規模縮小のため、新しい借受人に利用権を移転す

るものです。 

 

次に、議案書８ページをご覧ください。 

農地中間管理権の設定に関する案件について、ご説明申し上

げます。 

中間管理機構への貸付けを行う３件の契約内容となってい

ます。今回は人・農地プランによるものはなく、それぞれ中間

管理機構を通して貸付を行うもので、経営転換協力金の申請者

はおりません。 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

申請案件は、いずれも農地中間管理事業の推進に関する法律

及び公益社団法人新潟県農林公社農地中間管理事業規程に基

づき農地中間管理権の設定を行うものです。 

農政振興部会では、農業経営基盤強化促進法第１８条３項の

要件である基本構想への適合、耕作すべき農用地のすべての効

率的な利用、農作業の常時従事 並びに新潟市北区農業委員会

農地移動適正化あっせん基準の経営基準面積等を審査しまし

た。 

以上審議した結果、原案のとおり決定することといたしまし

た。皆さまのなお一層のご審議をお願いいたします。 

 

これより、質疑に入ります。 

なお、質疑の最初に記載ページと案件番号を告げてからご発

言願います。 

何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 

本案は農政振興部会長報告のとおり決するにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、議案第９号 新潟市農用地利用集積計画の決定につ

いての案件中、議事参与の制限に該当する案件を除く案件につ

いては、農政振興部会長報告のとおり可決されました。 

 

次に、日程第５、議案第１０号 令和２年度の目標及びその

達成に向けた活動の点検・評価について並びに令和３年度の目

標及びその達成に向けた活動計画について、を議題といたしま

す。議案第１０号については、事務局から提案の内容について 

説明を求めます。 

 

それでは、議案第１０号 令和２年度の目標及びその達成に

向けた活動の点検・評価（案）について並びに令和３年度の目
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標及びその達成に向けた活動計画（案）について、ご説明いた

します。 

議案書１５ページをご覧いただきたいと思います。記載のと

おり提案するものでありまして、内容は１６ページからになっ

ております。最初に点検・評価（案）でございます。このこと

につきましては、各部会で既に説明したとおりでございます

が、確認の意味を含めまして簡単に説明させていただきます。

Ⅰの農業委員会の状況では、令和３年３月３１日現在の農業の

概要と農業委員会の現在の体制について記載しているもので

ございます。 

次に１７ページ、Ⅱ担い手への農地の利用集積・集約化でご

ざいますが、記載のとおりであり、集積面積を達成することが

できませんでした。今後も各地域の農業委員・農地利用最適化

推進委員が連携して農地の利用調整に関する活動を進め、農地

中間管理事業等を活用しながら、行政・関係機関と連携し、担

い手への農地集積・集約化を進めることが必要であります。 

次に１８ページ、Ⅲ新たに農業経営を営もうとする者の参入

促進でありますが、記載のとおりであります。目標に対する評

価でありますが、目標どおりの参入実績がありました。 

１９ページ、Ⅳ遊休農地に関する措置に関する評価でござい

ますが、記載のとおりであります。農地利用状況調査等による

指導で解消を図ったが、目標を達成することができませんでし

た。今後も農地パトロール等を通して遊休農地の発生防止に努

めるとともに、利用意向調査等を活用して解消を目指す必要が

あります。 

次に２０ページ、Ⅴ違反転用への適正な対応では、記載のと

おりとなっております。 

次に２１ページから２２ページ、Ⅵ農地法によりその権限に

属された事務に関する点検でありますが、記載のとおりであり

ます。なお、１の農地法第３条に基づく許可事務は市へ権限移

譲のため該当事務はございません。 

次に２３ページ、Ⅶ地域農業者等からの主な要望・意見及び

対処内容でございますが、該当はございませんでした。Ⅷ事務

の実施状況の公表等でございますが、１総会等の議事録の公表

及び活動計画の点検・評価の公表はＨＰに公表しております。

農地利用最適化推進施策の改善についての意見の提出は、今年

度は記載のとおりでございます。 

 

続きまして、令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計

画（案）でございます。２４ページをご覧ください。Ⅰ農業委

員会の状況については、点検・評価（案）と同じ内容となって
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おります。 

２５ページ、Ⅱ担い手への農地の利用集積・集約化について

ですが、現状及び課題は記載のとおりでございます。令和３年

度の目標については、集積面積を２，７６８ヘクタールとしま

した。農業基本構想の令和４年までの最終目標である８５パー

セントを目指し、令和３年度の目標は前年度実績及び認定農業

者等の経営面積を参考に設定しました。活動計画は記載のとお

りでございます。Ⅲ新たな農業経営を営もうとする者の参入に

ついてですが、現状及び課題は記載のとおりでございます。令

和３年度の目標については、前年度実績を勘案して、参入目標

数２経営体、目標面積１ヘクタールとしました。活動計画は記

載のとおりでございます。 

２６ページ、Ⅳ遊休農地に関する措置についてですが、現状

及び課題は記載のとおりでございます。令和３年度の目標につ

いては、遊休農地の解消面積を２ヘクタールとしました。管内

農地面積の１パーセント以下を維持し、農業基本構想の令和４

年までの最終目標である２分の１の解消を目指した設定とし

ました。活動計画は記載のとおりでございます。Ⅴ違反転用へ

の適正な対応についてですが、現状及び課題、活動計画は記載

のとおりでございます。 

 

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いたし

ます。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

これより、採決いたします。 

本案は事務局提案のとおり、決するにご異議ありませんか。 

 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点

検・評価について並びに令和３年度の目標及びその達成に向け

た活動計画について」は、事務局報告のとおり可決されました。 

 

次に、日程第６、部会報告 農政振興部会報告を議題としま

す。 
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３月２３日に、農政振興部会を開催し、審議を願っておりま

すので、農政振興部会長から審議内容について報告を求めま

す。 

 

それでは、農政振興部会報告をいたします。 

本日の配布資料４ページをお開きください。 

先程ご審議いただきました、議案第９号 新潟市農用地利用

集積計画の決定について、利用権設定１２件、農地中間管理権

３件、所有権移転７件、利用権移転３件を審議しました。 

そのほか、議案第１０号及び第１１号について、事務局から

説明がありました。また、新潟市農用地利用配分計画（案）に

ついては、農地中間管理権の設定を受け、受け手への配分計画

の報告がありました。そのほか、令和２年度の業務実績につい

て、事務局から報告がありました。 

主な意見・質疑等は、農政振興部会報告に記載のとおりであ

り、その結果部会として承認されました。 

皆さまのなお一層のご審議をお願いいたします。 

 

これより、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（質問・意見なし) 

 

質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

本案は、農政振興部会長報告のとおり決することに異議あり

ませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

「異議なし」と認めます。 

よって、部会報告は、農政振興部会長報告のとおり決定され

ました。 

 

次に、日程第７、報告事項を議題とします。 

事務局から報告を求めます。 

 

専決処分のご報告をいたします。 

お手元の専決処分書 ２７～４２ページをご覧ください。 

最初に、農地法第５条転用届出に関する受理について、１件 

専決処分しました。 

次に、農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につ

いて、１３８件専決処分しました。これは、濁川地区の圃場整
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備事業に伴い件数が多くなったものです。 

次に、農地の転用事実に関する照会書について、１件専決処

分しました。 

次に、農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理に

ついて、１０件専決処分しました 

以上で報告を終わります。 

 

全日程が終了しました。 

これにて、令和３年３月 新潟市北区農業委員会定例総会を

閉会します。 

 

閉 会  午後４時１５分 
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農業委員会等に関する法律第２７条及び新潟市北

区農業委員会会議規則第１４条第２項の規定により

ここに署名する。 
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